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研究用試薬

温度感受性 TRP チャネル 
抗ラット TRPV2 (VRL-1) ポリクローナル抗体 

 

TRPV2 (transient receptor potential cation channel, subfamily V, member 2) は、カプサイシンの受容体

TRPV1 のホモログとして遺伝子が単離されました。TRPV1 と同様の 6 回膜貫通型のイオンチャネルである

と推測されますが、vanilloid （カプサイシンや RTX） 及びプロトンには感受性を示さず、50℃を越える熱によ

って活性化されることが明らかとなっています。 
有髄の Aδ線維には、52℃と 43℃の異なる温度閾値の熱感受性神経が存在することが知られており、

TRPV2 は前者を担っていると考えられ、免疫染色により Aδ線維での発現が確認されています。 
本抗体は、ラットの TRPV2 に対するポリクローナル抗体であり、免疫組織化学的な解析に有用であること

が確認されています。 
 

容量 5µg（50µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.1mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 

融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 ラット TRPV2 の部分ペプチドを免疫して得られた抗血清より、ペプチドアフィニティー
カラムにより精製。 

使用濃度  組織染色：0.1µg/mL 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

ラット腰部後根神経節（厚さ 30µm） 
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＊抗体作製・研究指導 
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カプサイシンの化学構造 
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製造元 
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